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トࣛスをά⏝したメデ芸術表⌧の研究 
大阪芸術大学 ート࢚ࣥࢧス学科 教授 市 ᕝ  ⾨  
 

 

研究目的 
ࢵマࣥࣙࢩク࢙ࢪࣟࣉートやࣈࢸクࣛࢱࣥ 

ーなどをேのࢱク࢙ࢪࣟࣉーやࢧࣥࢭなどでࢢࣥࣆ

㌟㛗より㧗い⨨からᗋやࢸーࣈルなどに下᪉にྥ

けてタ⨨する作品を構することがしばしばあるが、

タ⨨᪉ἲがᐜ᫆でないために、そうした作品⩌の構

のᐇ⌧を断念することがよくある。 
 そうしたᅔ㞴をゎᾘする᪉ἲとして、小つ模なトࣛ

スを⏝して空中からᶵ材をྞり下げる᪉ἲが㐺ษ

だと考えた。トࣛスは㒊品を様ࠎな⤌ࡳ᪉をすること

で、いろいろな形≧にᒎ㛤ができ、作品の制作やᒎ♧

の⮬⏤度を㧗めるメリࢵトがあることから、トࣛスを

ά⏝したメデ芸術表⌧のᐇ㊶的な࢘ࣁ࢘ࣀ✚

を平成２㸷年度の研究対象とした。 
 
研究ෆᐜ 
 研究は以下のᡭ㡰で進めた。 
 
（１）トࣛス㒊品の㉎ධと⤌ࡳ᪉の検ド 
 
 ᭱初に様ࠎな形≧に⤌ࡴことができるように㑅定

した小つ模なトࣛスをண⟬ෆで㉎ධし、ᐇ㝿に様ࠎな

形≧に⤌ࢇでࡳてၥ題がないかࢵ࢙ࢳクした。 
 ㉎ධしたトࣛス㒊品は STAGE EVOLUTION とい

うࢩリーࢬの 35mm ᚄ、22cm 幅の四ゅル࣑トࣛス

で、50cm・100cm・200cm のストࣞートトࣛスをそ

れࡒれ４個、3 ᪉ྥ 90 度トࣛスࢥーࢼーを 4 個、3 ᪉

ྥᆶ┤ T Ꮠトࣛスࢥーࢼーを 2 個、2 ᪉ྥ 90 度トࣛ

スをࢥーࢼー4個、4᪉ྥ交差トࣛスࢥーࢼーを 1個、

 。ート４枚をධᡭしたࣞࣉース࣋
 トࣛスの㐃結㒊がࢱトでᡭでの㐃結がᐜ᫆でな

いことがุ明したので、₶スࣞࣉーなどを⏝いたが

ຠ果はとࢇどなかった。小型のࣥࣁ࣒ࢦマーでᡴち

㎸ࢇでࡳてもあまりຠ果がないため、大型のࣥࣁ࣒ࢦ

マーを㉎ධして大きなຊでᢲし㎸ࡴ᪉ἲで㐃結をす

ることにした。 
 次に、これらのトࣛス㒊品でྍ⬟となる㧗さ 200cm
以上のトࣛスの⤌ࡳ᪉のࣂリ࢚ーࣥࣙࢩを検討した。

その結果、350cm の㧗さのṇ᪉形トࣛスが 1 ✀㢮、

300cm の㧗さのṇ᪉形トࣛスが 1 ✀㢮、250cm の㧗

さのṇ᪉形トࣛスが 2 ✀㢮、250cm の㧗さの┤᪉యト

ࣛスが 1 ✀㢮、250cm 㧗さの日のᏐ型トࣛスが 2 ✀

㢮、250cm 㧗さの H 型トࣛスが 2 ✀㢮、250cm の㧗

さの C 型トࣛスが 4 ✀㢮、250cm の㧗さの X 型トࣛ

スが 2 ✀㢮、200cm の㧗さの X 型トࣛスが 2 ✀㢮、

200cm の㧗さの C 型トࣛスが 1 ✀㢮、250cm の㧗さ

の T 型トࣛスが 2 ✀㢮、200cm の㧗さの T 型トࣛス

が 2 ✀㢮、350cm㸭300cm㸭250cm㸭200cm の㧗さの

のᏐ型トࣛスがྛࢥ 3 ✀㢮、400cm㸭350cm㸭300cm
㸭250cm の㧗さのࢥのᏐ型⬮付トࣛスがྛ 3 ✀㢮を

⌮ㄽ的には⤌めることがわかった。 
 
（２）トࣛスに取り付けるための㒊品の〇作 
 次にトࣛスを⏝する目的であるࢧࣥࢭーやࣟࣉ

ーなどのᶵ材をトࣛス上㒊に取り付けるたࢱク࢙ࢪ

めの᪉ἲを考え、そのための取り付け㒊品を⮬作した。 
 3000 ルーメࣥクࣛスの▷↔点࢙ࢪࣟࣉクࢱーをト

ࣛスの᭱上㒊にᆶ┤にྞり、下㒊にྥけたᢞᙳができ

るようにするため、5mm ཌのஙⓑクリル板をࣞー

࣌ース板にして㕲〇のス࣋ーで加ᕤしてࢱࢵ࢝ーࢨ

ーࢧーで࢙ࢪࣟࣉクࢱーを取り付け、クリル板に

形フࢵクを取り付けることでトࣛスの 35mm ᚄの

ルࣉࣃ࣑㒊ศにྞれるようにした。 
 また、マクࣟࢯフトのࢿ࢟クトࢧࣥࢭーもྠ様の

᪉ἲでクリル板と形フࢵクでྞる㒊品を〇作し

た。また、࢙ࢪࣟࣉクࢱーやࢧࣥࢭーがⴠ下してᨾ

が起こらないᏳ全対⟇に、࣋ースのクリル板とトࣛ

スのࣉࣃを㐃結できるフࢵク⏝の✰をつけた。 
 
（㸱）作品に合わせたタ⨨の᭱㐺化の検討 
 
 ᐇ㝿の作品への⤌ࡳ㎸ࡳを定して、作品形ែにᛂ

᪉とトࣛスへのᶵ材の取り付け᪉ࡳ⤌たトࣛスのࡌ

の᭱㐺化を検討した。 
 トࣛス上㒊にྞった▷↔点࢙ࢪࣟࣉクࢱーは⏝㏵

にᛂࡌてᗋまたはࢸーࣈル面にᢞᙳする画面ࢬࢧ

を定して、200cm から 300cm までの㧗さのṇ᪉形

トࣛスを⤌ࡴことが᭱も一般的だと考えた。ṇ᪉形ト

ࣛスの幅は 150cm㸭200cm㸭250cm から㑅ࡪことが

でき、250cm の㧗さの┤᪉యトࣛスなら 150cm×

200cm の 3:4 の比⋡の画ゅも㑅ࡪことができる。 
ーを空中からᗋにྥけて⏝するࢧࣥࢭクトࢿ࢟ 

場合は、200cm 以上の㧗さが必要となる場合が多いの

で、᭱㐺な㧗さからᏳ定してື作させることができる

ようになった。 
 のトࣛス㒊品を追加すれば、さらにࣂリ࢚ーࣙࢩ

ࣥある⤌ࡳ᪉ができるが、今回のトࣛス㒊品だけで

ࣥࣆࢵマࣥࣙࢩク࢙ࢪࣟࣉートやࣈࢸクࣛࢱࣥ

などでかなりᐇ⏝的ない᪉ができることが☜ㄆࢢ

できた。 
ーをトࣛスにྞって⏝する⎔ቃはࢱク࢙ࢪࣟࣉ 

必ずしもᬯくできないので、その対⟇としてトࣛスの

࿘ᅖをᬯᖥでᅖう᪉ἲを考えた。㍍量でᏳ౯でいや

すいものを探した結果、LOGOS 〇のࢱーࣥࢸࣉト⏝

の࣏リ࢚スࢸル〇の 100㸣㐽光⋡の࢘ࢻࢧォールを

㑅ᢥし、᭱大ࢬࢧの 300×193cm の㯮いものを２枚

ධᡭしてトࣛス࿘ᅖをそうことができるようにした。 
 
（４）今後のᒎ㛤 
 
スやࣃࣥࣕ࢟ࣥࣉー࢜ス学科の࢚ࣥࢧート  X
ᒎでᒎ♧しているࢱࣥクࣈࢸ作品などで、トࣛス

を⏝すればより見ᰤえのⰋいᒎ♧ができることが

ᮇᚅされるので今後の⏝を検討する。 
 ⮬ᕫの作品でも今後いろいろな⏝をして、研究成

果として得られたᒎ♧᪉ἲの࢘ࣁ࢘ࣀを授ᴗの中で

⤂して作品ᒎ♧にᙺ立てていきたいと考える。 


